
究極的には，問題のもつ本質的な何かを総合的

にとらえる能力，あるいは「センス」といったほ

うがよいのかもしれないが，それが要求されるこ

とになる.本論で示したフロ一体系は，きわめて

不完全で、独断的な面もあるが，実用的なORを多

少なりとも志向したつもりである.問題解決の一

助になれば幸いである.

個々の手法の説明は今回は割愛した.なお，詳

細な説明は， (財)流通システム開発センタ一発行

の「流通システム・シミュレーション・マニュア

ル(地域流通編)J を参照されたい.
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